
平成 24（2012）年

第９３号
せとうち広

報

「人と自然が織りなすしあわせ実感都市　瀬戸内」を目指して

ツをした住民の参加率を競うイベントで、今回瀬戸内市は、沖縄県読
よみたん

谷村と
対戦しました。参加人数は 20,032 人、参加率は目標としていた 50％を上回
った 51％で、参加率 42％の読谷村に勝利しました。

５月 30 日、チャレ
ンジデー 2012 が開
催され、市内各所で
体操やスポーツ、参
加型イベントなどが
行われました。チャ
レンジデーは、15
分以上運動やスポー
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近
年
多
発
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨

は
、
今
ま
で
の
予
想
を
超
え
る
大
き
さ

や
強
さ
で
た
く
さ
ん
の
被
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
な
ど
本

市
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
予

想
さ
れ
る
南
海
地
震
の
今
世
紀
前
半
で

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
規
模
を
超
え
る
台
風
・
集

中
豪
雨
に
よ
る
被
害
発
生
の
可
能
性

　

昨
年
９
月
に
は
、
台
風
第
12
号
が

ゆ
っ
く
り
北
上
し
な
が
ら
岡
山
県
に
上

陸
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
長
時

間
に
わ
た
っ
て
大
雨
が
降
り
、
高
潮
や

河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
家
屋
の
床
上
・

床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
発
生
し
た
台
風
第
15
号
に
よ

る
集
中
豪
雨
で
も
、
道
路
の
冠
水
や
土

砂
災
害
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
16
年
８
〜
９
月
に

か
け
て
次
々
に
中
国
地
方
を
襲
っ
た
台

風
第
16
号
な
ど
５
つ
の
台
風
が
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代

に
も
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
（
17
ペ
ー
ジ
の
瀬
戸
内

発
見
伝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

近
年
の
気
象
状
況
を
考
え
る
と
、
今

後
は
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
水
害
や
土

砂
災
害
の
規
模
を
大
き
く
上
回
る
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
や
避
難
情
報
に
注
意

　

台
風
・
集
中
豪
雨
で
は
、
短
時
間
の

う
ち
に
局
地
的
に
激
し
い
雨
が
降
り
、

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

台
風
や
大
き
な
雨
雲
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、雨
量
や
周
囲
の
現
象
に
注
意
し
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
や
音
声
で
広
報
さ
れ
る
情
報

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
・
集
中
豪
雨
が
発
生
も
し
く
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
気

高潮による浸水被害（平成 16 年台風第 16 号） 干田川の水があふれ、川沿いへ土のうが積まれた（平成16年台風第21号）

平均風速 予報用語 人への影響
屋外・植木の
様子

建造物の被害

10～ 15（㍍／秒） やや強い風
風に向って歩きにくく
なる。傘がさせない。

樹木全体が揺れ
る。電線が鳴る。

取り付けの不完全な看板やトタン板
が飛び始める。

15～20（㍍／秒） 強い風
風に向って歩けない。
転倒する人もでる。

小枝が折れる。
ビニールハウスが壊れ始める。

20～25（㍍／秒）
非常に強い風

しっかりと身体を確保
しないと転倒する。

鋼製シャッターが壊れ始める。風で飛
ばされた物で窓ガラスが割れる。

25～30（㍍／秒）
立っていられない。屋
外での行動は危険。

樹木が根こそぎ
倒れはじめる。

ブロック塀が壊れ、取り付けの不完全
な屋外外装材がはがれ、飛び始める。

30（㍍／秒）以上 猛烈な風
屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊
が始まる。

1 時間あたり
の雨量  予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況

10 ～ 20（㍉） やや強い雨 ザーザーと降る。 長く続く時は注意が必要。

20 ～ 30（㍉） 強い雨 どしゃ降り。
側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模の崖崩れが始まる。

30 ～ 50（㍉） 激しい雨
バケツをひっくり返した
ように降る。

山崩れ･崖崩れが起きやすくなり、
危険地帯では避難の準備が必要。

50 ～ 80（㍉）
非常に
激しい雨

滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）。

土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

80（㍉）以上 猛烈な雨
息苦しくなるような圧迫
感がある。恐怖を感ずる。

雨による大規模な災害の発生するお
それが強く、厳重な警戒が必要。

瀬戸内市メールマガジン

　災害時には、避難情報のほ
か、道路の通行止め情報など
を配信しています。
　また、市の行うイベント情
報などについても適宜配信し
ています。お持ちの電子メールアドレスを
登録して、ご利用ください。
HP   http://www.city.setouchi.lg.jp/i/

防災行政無線放送の自動再生

　電話による防災行政無線放
送の自動再生を行っています。
　放送が聞き取りにくい場合
には、下記の電話番号から放
送内容をご確認ください。

雨の強さと降り方（気象庁作成の解説表（平成 14年一部改正）より抜粋）

風の強さと吹き方（気象庁作成の解説表（平成 19年一部改正）より抜粋）

情報区分 人的被害の
可能性 説明 市民の皆さんに求める行動

避難準備情報
( 要援護者避難 ) 弱

避難行動に時間がかかる人や要援護者（自力で避難が
できない高齢者や障害のある人）が避難行動を開始し
なければならない段階や、人的被害の発生するおそれ
が高まった状況で発令します。

　・家族などと連絡を取り、非常持出品の用意などの避
　難準備を開始する。
　・要援護者など特に避難行動に時間を要する人は、計
　画された避難場所への避難行動を開始する。
　（避難支援者は支援行動を開始する。）

避難勧告
通常の避難行動ができる人が避難行動を開始しなけれ
ばならない段階や、人的被害の発生するおそれが明ら
かに高まった状況で発令します。

　・計画された避難場所への避難行動を開始する。

避難指示 強
災害の前兆現象が発生したときや、人的被害の発生す
るおそれが非常に高まった状況や、人的被害が発生し
たときに発表します。

　・直ちに計画された避難場所への避難行動に移る。
　・避難中の場合は、確実に避難を完了する。

市が発令する避難情報

※市が発令する避難情報は、避難を強制するものではありません。状況に応じて、自分の生命を守るために必要な行動を取ってください。

　市では、避難情報を「緊急速報メール」を利用し、市内
の携帯電話に一斉配信します。なお、国が発令する緊急地
震速報、津波関係警報、国民保護情報なども配信されます。

▽対象　配信時に、瀬戸内市域にあり、緊急速報メールが 
　受信可能な携帯電話
※申し込みは不要です。また、受信料は発生しません。
※電波状況が悪い場合は、受信できないことがあります。
※一部対応していない機種や事前に受信設定が必要な場合
　があります。

緊急速報メール（エリアメール）
■対応機種や操作方法についての問い合わせ先
①ＮＴＴドコモの携帯電話について
　ドコモインフォメーションセンター
　☎０１２０-８００ - ０００
②ａｕの携帯電話について
　ＫＤＤＩお客さまセンター
　☎００７７-７７７
③ソフトバンクの携帯電話について
　ソフトバンクカスタマーサポート
　☎０８００-９１９ - ０１５７

携帯電話用ＱＲコード

☎０８６９ - ２２ - ０６９９
☎０８６９-２２ - ００３２
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象
庁
が
警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
な

ど
の
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
市
が
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

情
報
を
発
令
し
ま
す
。
避
難
情
報
は
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
も
配
信
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守

る
た
め
の
情
報
で
す
の
で
、
用
語
や
そ

の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
天
気
予
報
な
ど
で
用
い
る
雨

や
風
の
程
度
を
表
わ
す
用
語
、
避
難
情

報
の
区
分
な
ど
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
13
ペ
ー

ジ
の
安
全
通
信
で
は
、
台
風
の
危
険
半

円
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

【
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

HPhttp://www.jm
a.go.jp/jm

a/index.htm
l

日
頃
か
ら
の
対
策
を
万
全
に

　

本
市
で
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・
津

波
高
潮
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
避
難
場
所
や
津
波
・
河

川
の
氾
濫
・
崖
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
た

と
き
に
予
想
さ
れ
る
被
害
の
程
度
な
ど

を
示
し
た
も
の
で
す
。
日
頃
か
ら
避
難

場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、
家
の
周
囲

の
点
検
や
避
難
時
の
非
常
持
出
品
の
準

備
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】　　
　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/kouzui.htm
l

【
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/dosya.htm
l

【
津
波
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】　　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/tsunam
i_takashio.htm

l

自
主
防
災
組
織
の
活
動
で
被
害
を
軽
減

　

地
域
が
組
織
的
に
防
災
・
減
災
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
が
自
発
的
に
防
災
活

動
を
行
う
「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成

や
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
地

域
で
年
間
を
通
じ
て
防
災
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
（
上
の
記
事
を
参
照
）。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
防

災
の
す
す
め「
自
主
防
災
会
ニ
ュ
ー
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

bousai/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　市の東部に位置する邑久町裳掛地区は、沿岸部があり南海地震によ
る津波の影響を大きく受ける地域です。加えて中山間部では、水害・
土砂災害も懸念されます。平成 16 年には高潮によって床上・床下浸
水の被害を受けています。
　裳掛地区では、各自治会によって想定される災害が異なるため、「自
治会単位での動く自主防災組織づくり」をテーマにした研修会を計５
回行いました。

裳掛地区の防災を考える研修会

　市の東部に位置し、沿岸部がある邑久町玉津地区では、南海地震と
その津波において、甚大な被害が予想されています。
　玉津コミュニティセンターにて、南海地震とその津波をテーマに防
災講演、災害図上訓練D

ディグ

IG を活用した研修会を行いました。

玉津地区地域防災研修会

　市の西部に位置する邑久町今城地区は、南海地震による津波被害が
想定されるほか、昭和 20、51 年の河川氾濫による大水害を経験して
いる地域です。
　今城地区では、「防災は地域全体で取り組む課題」という問題意識
をもって、地域と小学校・PTA が連携して、毎年起こり得る風水害を
テーマにした研修会を計５回行いました。

今城地区の防災を考える研修会

　広域的に瀬戸内海に面する牛窓地域では、南海地震とその津波にお
いて、甚大な被害が予想されています。
　研修会では、瀧本浩一氏が講演し、想定内のことに対応できるよう、
普段から災害が起こったときのことを家庭や地域で話し合っておくこ
との重要性を話しました。また地域で開催する行事の中に、防災に役
立つ活動につながるものが多くあることを説明し、持続的に活動する
自主防災組織の結成を呼び掛けました。

牛窓地域防災研修会

【ＤＩＧとは】
Disaster（災害）Imagination（想像力）Game（ゲーム）。
地域の地図を使って、地域の強みや弱み（道路や河川、海岸、危険な場所、一
人暮らしの高齢者、安全な場所、拠点になりそうな場所など）や災害時に必要
な情報を地図に書き込み、地域の災害時の被害を可視化し、具体的に対応を考
える手法。

車いすを使い高齢者を避難誘導

災害図上訓練ＤＩＧの実施瀧本氏による防災講演

ＤＩＧで通学路の危険箇所などを確認

【災害前に役立つ活動】
□溝掃除、除草作業
→地域を知る、水害危険箇所の　
　確認、避難路の整備
□敬老会
→災害時要援護者に対する防災情
　報周知、要援護者の確認

【災害後に役立つ活動】
□お花見、夏まつり、盆踊り大会
→発電機を含めた防災資機材の点
　検・運用練習、炊き出し訓練
□親子料理教室
→料理づくりなど
　での炊き出し・
　非常食調理練習
□どんど焼き
→消火訓練、防火
　のための準備

自治会などの地域活動にお
ける防災事前活動の一例

　市では、マグニチュード 9.0 の東海・東南海・南海の三連動地震
が発生し、瀬戸内市で震度６強を観測、液状化、土砂崩れ、家屋の
倒壊や建物火災、ライフラインの途絶があり、また沿岸部に大津波
警報が発表され、３～５㍍の津波が襲来するとの想定で「第７回瀬
戸内市総合防災訓練」を行います。
　当日は、津波避難訓練、消火訓練、防災ヘリによる救助訓練など
を行います。また煙体験や起震車での地震体験などの防災コーナー
を設置します。皆さん、積極的にご参加ください。

▽日時　９月２日（日）午前９時～

▽場所　牛窓中学校グラウンド
※小雨決行。ただし気象警報などの状況により中止する場合があり
　ます。
■問い合わせ先　
　地域安全推進室　☎０８６９-２２ - ３９０４

高潮などにより家屋が浸水被害を受けたとき
■問い合わせ先　
 ・消毒薬や消石灰の配布について
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
 ・トイレ便槽のくみ取りについて
　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

　

・
１
次
試
験

　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
２
階
大
ホ
ー
ル

　

・
２
次
試
験

　

10
月
21
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

　
７
月
30
日
（
月
）
〜
８
月
17
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
17
日 

　
（
金
）
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　

　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　

所
で
交
付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

　

筒
の
表
に
「
市
役
所
採
用
試
験

　

受
験
願
書
請
求　

一
般
事
務
職

　

希
望
」
と
、
朱
書
き
し
、
宛
名

　

明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
１
２
０

　

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
送
用
封

　

筒
を
同
封
し
て
、
総
務
課
へ
送

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

瀬
戸
内
市
総
務
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

瀬
戸
内
市
な
ど
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

①
大
学
、
短
期
大
学
（
高
等
専
門

　

学
校
を
含
む
）、
高
等
学
校
を

　

卒
業
し
た
人
か
、
平
成
25
年
３

　

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

・
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
を

　

含
む
）
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
て
、
自
力
通
勤
お
よ
び

　

介
護
者
な
し
で
の
職
務
の
遂
行

　

が
可
能
な
人
。
ま
た
、
活
字
印

　

刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び
口
頭

　

に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き
る
人

　

・
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業

　

程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

　

ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

　

で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数

　

い
ず
れ
も
若
干
名

▽
採
用
年
月
日　

　

平
成
25
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

分
駐
所
、
長
船
分
駐
所
で
交
付

　

し
ま
す
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部
総
務
課

　

〒
７
０
１-

４
２
１
４

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
本
庄
１
７
９
５

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
３
４

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/       

　

~fi re/index.htm
l  

▽
職
種　

看
護
師
、
准
看
護
師
、

　

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

▽
受
験
資
格　
　

　

看
護
師
・
准
看
護
師
に
つ
い
て

は
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
看
護
師
・
准
看
護
師

免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
も
し
く

は
平
成
24
年
度
試
験
に
お
い
て
免

許
取
得
見
込
み
の
人
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
に
つ
い
て
は
昭

和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
も
し

く
は
平
成
24
年
度
試
験
に
お
い
て

免
許
取
得
見
込
み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数

　

い
ず
れ
も
若
干
名

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/ 

　

life/support07_1.htm
l

▽
受
験
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見

込
み
含
む
）
の
学
歴
を
有
す
る
人

▽
採
用
予
定
人
数　

１
名
程
度

▽
採
用
年
月
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所　

　

・
１
次
試
験

　

9
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部

　

・
２
次
試
験

　

10
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部

▽
受
付
期
間　

　
７
月
30
日
（
月
）
〜
８
月
17
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
17
日 

　
（
金
）
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　
　

　

・
消
防
本
部
指
定
の
受
験
申
込
書

　

・
消
防
本
部
指
定
の
健
康
診
断
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　

所
、
消
防
本
部
総
務
課
、
牛
窓

 

瀬
戸
内
市
一
般
事
務
職
員

  

瀬
戸
内
市
消
防
職
員

  

刑
務
官

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

岡
山
刑
務
所
庶
務
課

　

〒
７
０
１-

２
１
４
１

　

岡
山
市
北
区
牟
佐
７
６
５

　

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
３
１

 

学
生
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

 

海
上
保
安
大
学
校
な
ど

　　

人
事
院
・
海
上
保
安
庁
で
は
、

海
上
保
安
大
学
校
な
ど
の
学
生

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　

海
上
保
安
大
学
校
本
科
を
卒
業

し
、
専
攻
科
を
修
了
す
る
と
海
上

保
安
庁
の
初
級
幹
部
と
し
て
巡
視

船
等
に
乗
り
組
み
、
海
上
保
安
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
と
適
性
に
よ
り
、

航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て

の
教
育
を
受
け
た
後
、
航
空
要

員
と
し
て
海
上
保
安
業
務
に
従

事
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
大
学
校
生
】

▽
受
験
資
格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒

　
（
金
）
必
着
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

瀬
戸
内
市
民
病
院
総
務
科

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

▽
受
験
資
格　
　

【
刑
務
及
び
刑
務
（
武
道
）】

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

【
刑
務
（
社
会
人
）】

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
58

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
採
用
予
定
人
数

　

全
国
で
男
子
約
５
９
０
名
、
女

子
約
90
名

▽
受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　
７
月
24
日
（
火
）
〜
８
月
２
日

（
木
）﹇
受
信
有
効
﹈

　

HPhttp://www.jinji-shiken.go.jp
        /juken.htm

l

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

　
７
月
30
日（
月
）〜
８
月
７
日（
火
）

　
（
８
月
７
日
（
火
）
ま
で
の
通

　

信
日
付
印
有
効
）

▽
１
次
試
験
（
岡
山
市
）

　

９
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

岡
山
刑
務
所

▽
採
用
年
月
日　

　

平
成
24
年
度
中
途
ま
た
は
平
成

25
年
４
月
１
日

▽
勤
務
場
所　

瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
試
験
内
容

　

小
論
文
（
一
般
知
識
）
お
よ
び

口
述
試
験

▽
提
出
書
類　
　

　

・
市
民
病
院
備
え
付
け
の
願
書
と

　

履
歴
書

　

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書

　

・
各
種
免
許
証
の
写
し
（
見
込
み

　

者
は
合
格
後
に
提
出
）

【
看
護
師
・
准
看
護
師
】

▽
試
験
日　
（
受
付
後
）
市
民
病

　

院
が
指
定
す
る
日　

▽
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

【
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
】

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
受
付
期
間

　
７
月
30
日
（
月
）
〜
８
月
17
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
17
日 

業
見
込
み
の
人
な
ど

▽
受
付
期
間

　

８
月
30
日（
木
）〜
９
月
11
日（
火
）

▽
１
次
試
験

　

11
月
３
日
（
土
）
〜
４
日
（
日
）

【
海
上
保
安
学
校
生
】

▽
受
験
資
格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
な
ど

▽
受
付
期
限

　

８
月
７
日
（
火
）

▽
１
次
試
験

　

９
月
30
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

第
六
管
区
海
上
保
安
部
人
事
課

　

☎
０
８
２-

２
５
１-

５
１
１
１

　

玉
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
８
６
３-

３
１-

３
４
２
３

  

実
施
さ
れ
ま
す

 

下
水
道
工
事
技
術
者
試
験

　

岡
山
県
下
水
道
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
平
成
24
年
度
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
共
通
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

８
月
６
日
か
ら
下
水
道
業
務
課

で
申
込
書
、
受
験
案
内
を
配
布
し

ま
す
。

※
平
成
25
年
度
は
、
試
験
を
実
施

　

し
ま
せ
ん
。

▽
受
験
資
格　
　

　

試
験
の
実
施
日
に
お
い
て
、
年

齢
が
満
20
歳
以
上
で
、
一
定
の
実

務
経
験
が
あ
る
人
ま
た
は
高
等
学

校
指
定
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
人

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▽
試
験
日
時

　

11
月
11
日
（
日
）
午
後
９
時
45

　
分
〜

▽
試
験
会
場

　

・
岡
山
会
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
、

　

岡
山
市
北
区
大
内
田
６
７
５
）

▽
受
験
講
習
会

　

・
岡
山
会
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡

　

山
）
10
月
17
日
（
水
）、
18
日

　
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
30
分

▽
受
付
期
間　

　

９
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

下
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

  

瀬
戸
内
市
民
病
院
職
員

 

職
員
を
募
集
し
ま
す

 

受
験
資
格
や
受
付
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

67



行政からのお知らせ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

 「
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
」
商
品
を
開
発
し
て
み
ま
せ
ん
か

  

商
品
の
開
発
経
費
を
１
団
体
30
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
の
魅
力
や
価
値
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
人
か

ら
「
選
ば
れ
る
瀬
戸
内
市
」
と
な

る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
瀬
戸

内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
」
の
商
品
な
ど

の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
地

域
独
自
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
素
材

や
技
術
な
ど
も
活
用
し
て
付
加
価

値
の
高
い
商
品
を
開
発
す
る
法

人
、
団
体
、
個
人
を
募
集
し
、
商

品
開
発
で
必
要
と
な
る
経
費
を
１

団
体
に
つ
き
30
万
円
を
限
度
と
し

て
、
５
団
体
に
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
応
募
団
体
が
６
団
体
以
上

と
な
っ
た
場
合
は
、
学
識
経
験
者

な
ど
第
三
者
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
で
審
査
し
、
助
成
す
る
団
体

を
決
定
し
ま
す
。

▽
対
象

　

市
内
に
所
在
す
る
法
人
ま
た
は

団
体
（
任
意
団
体
を
含
む
）、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

▽
応
募
期
限　

８
月
20
日
（
月
）

　

午
後
５
時
（
必
着
）

▽
応
募
方
法

　

産
業
振
興
課
で
配
布
す
る
応
募

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

setouchi_kirei/

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

 

長
船
地
域
の
稲
刈
り
を
受
託

 

瀬
戸
内
市
振
興
公
社

　

今
年
か
ら
、
一
般
財
団
法
人
瀬

戸
内
市
振
興
公
社
が
長
船
地
域
の

稲
刈
り
作
業
を
受
託
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
品
種
は
、
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
、
朝
日
、
ア
ケ
ボ
ノ
で
す
。

　

邑
久
地
域
で
も
引
き
続
き
受
託

し
て
い
ま
す
。
受
託
を
希
望
す
る

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
区
画
、
乾
湿
、
倒
伏
な

ど
、
ほ
場
の
条
件
に
よ
り
料
金
が

変
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
例　

　

・
稲
の
刈
り
取
り　

　

10
㌃
あ
た
り
２
１
、０
０
０
円

※
排
わ
ら
を
結
束
す
る
場
合
は
、

　

10
㌃
あ
た
り
２
３
、６
２
５
円

▽
申
込
期
限　

９
月
７
日
（
金
）

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
一
財
）
瀬
戸
内
市
振
興
公
社

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
４
４

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

・
津
行
団
地

　

牛
窓
町
長
浜
６
８
６
５-

６
２

　

簡
耐
２
階
建

▽
規
格　

３
D
K

▽
戸
数　

１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

９
月
３
日
（
月
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

 

申
請
が
必
要
で
す

 

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
未
満
の
人
が
療
養
を
受
け

る
際
に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
提
示

す
る
と
、
ひ
と
月
の
同
じ
医
療

機
関
な
ど
で
の
医
療
費
の
支
払
い

が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、「
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
れ
ば
、
入
院
時

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
人
に
つ
い

て
も
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示

す
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額
と
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
な
ど
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
も
必
要
な
場
合

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
原
則
と
し
て
国
民
健

康
保
険
税
完
納
世
帯
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

昨年開発された瀬戸内市産レモンを使ったマカ
ロン（菓子）

　

児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
下
表

の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
お
ら

ず
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日

現
在
の
状
況
を
記
載
し
た
「
現

況
届
（
所
得
状
況
届
）」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
内
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
先

　

福
祉
事
務
所（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
０
０
１

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

手当名 児童扶養手当 特別児童扶養手当 特別障害者手当 障害児福祉手当 経過的福祉手当

届出期間 8月 1日（水）～ 8月 31 日（金）
8月 13 日（月）

～ 9月 10 日（月）

8月 13 日（月）

～ 9月 10 日（月）

8月 13 日（月）

～ 9月 10 日（月）

8月 13 日（月）

～ 9月 10 日（月）

対象者

次のいずれかに該当する児童を養育して
いる母、父、養育者
▷父母が婚姻を解消(離婚)した児童
▷父または母が一定の障害の状態にある児童
▷父または母の生死が明らかでない児童
▷父または母に引き続き１年以上遺棄さ
　れている児童
▷父または母が法令により引き続き１年
　以上拘禁されている児童
▷父または母が死亡した児童
▷母が婚姻によらない(未婚)で出産した児童

20歳未満の精神か身体に
障害がある児童を家庭で
監護している父母か、養
育している養育者

20歳以上で、重度の障害
を重複して有する人、こ
れに準ずる程度の障害を
有する人

20歳未満で、重度の障害
が１つ以上ある人

※現在、新規認定はあり
　ません。

対象外に

なるとき

▷公的年金(遺族年金や障害年金)などを
　受給しているとき

▷児童が児童入所施設・
　社会福祉入所施設など
　に入所しているとき
▷児童が障害を支給事由
　とする年金を受けるこ
　とができるとき

▷障害者が社会福祉入所
　施設などに入所してい
　るとき
▷障害者が病院・診療所
　に継続して３カ月を越
　えて入院するに至ったとき

▷障害児が児童入所施設・
　社会福祉入所施設など
　に入所しているとき
▷障害児が障害を支給事
　由とする年金を受ける
　ことができるとき

▷障害者が障害を支給事
　由とする年金を受ける
　ことができるとき
▷障害者が社会福祉入所
　施設などに入所してい
　るとき

支給額

月額

以後児童が１人増すごとに3,000円加算さ
れます。
※申請者本人、同居の扶養義務者の前年
　所得により、手当額が異なったり、全
　額停止になったりする支給制限があり
　ます。

１級（重度）月額50,400円
２級（中度）月額33,570円

月額　26,260円
※障害者本人、障害者を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

月額　14,280円
※障害児本人、障害児を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

月額　14,280円
※障害者本人、障害者を
　扶養する人などの前年
　所得による支給制限が
　あります。

支払時期

請求した日の属する月の翌月分から支給します。毎年4・8・12月の
3回に分けて、それぞれの月の前月までの4カ月分をまとめて振り
込みます。

請求した日の属する月の翌月分から支給します。毎
年2・5・8・11月の4回に分けて、それぞれの月の
前月までの3カ月分をまとめて振り込みます。

毎年2・5・8・11月の4
回に分けて、それぞれの
月の前月までの3カ月分
をまとめて振り込みます。

問い合
わせ先

子育て支援課
☎０８６９-２６-５９４７

福祉課
☎０８６９-２６-５９４３

 
児
童
扶
養
手
当
な
ど

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一

の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と
に
よ

り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多

い
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
出
書
は
市
民
課
、

牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張

所
、
金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
の
各

窓
口
に
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

　

☎
０
８
６
９- 

２
２- 

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所　

　

☎
０
８
６- 

２
７
０- 

７
９
２
８

児童数 全部支給 一部支給

１人  41,430 円 41,420 ～ 9,780 円

２人  46,430 円 46,420～ 14,780円

89
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　６月２・３日、牛窓町公民館で

牛窓町さつき祭りが開催されまし

た。毎年開催され、今回で 29 回目。

　牛窓町さつき愛好会の皆さんが

長年愛情を込めて育てたサツキや

山野草の 200 鉢を超える大小さま

ざまな鉢が会場いっぱいに並びま

した。

　多くの人が訪れ、咲きそろった

サツキの見事な枝ぶりや山野草の

かれんな様子をじっくりと観賞し

ていました。

    見事な枝ぶりのサツキに魅了されました見事な枝ぶりのサツキに魅了されました 牛窓町さつき祭り

　５月12日から 27日まで、瀬戸内市立美術館で

竹田喜之助顕彰会・瀬戸内市・喜之助人形展示実

行委員会の共催で、「喜之助人形」里帰り大展示会

を開催しました。

　長野県飯田市で大切に保存されている竹田喜之

助が製作した人形を借りるなどして、約100体を

展示。機械工学を駆使して製作された人形のデザ

インや品の良さ、彫りの巧みさ、表情の豊かさに

訪れた人は魅了されていました。 

　８月 18・19日には、喜之助にちなんだ人形劇

の祭典「喜之助フェスティバル」が開催されます。

詳しくは、本紙18ページをご覧ください。

   長野県飯田市から里帰り長野県飯田市から里帰り 「喜之助人形」里帰り大展示会「喜之助人形」里帰り大展示会

精巧に作り込まれた「喜之助人形」に見入る来場者

見事に咲きそろったサツキとかれんな山野草

    かれんな草花が目を楽しませましたかれんな草花が目を楽しませました 春の山野草展

　５月 12・13 日、中央公民館で、春の山野草展

が開催されました。瀬戸内山草会の会員の皆さん

が丹精して育てたかれんな山草約 150 点が来場

者の目を楽しませていました。

　山野草展は、毎年春と秋に開催されています。

今回は、春になっても寒い日が続いたため、例年

であればこの時期には散っている早春に咲く花な

ども出品されていました。

　また、12 日には、植物の根を土で包んで球状

にしたものにコケを貼り付けるコケ玉作り体験も

行われ、来場者は思い思いに好きな植物を選び、

コケ玉を作っていました。 コケ玉作り体験（左下） ／ 一鉢一鉢じっくりと観賞する来場者（右上）

　５月 20 日、岡山県消防操法訓練大会が岡山県

消防学校（岡山市）で開催されました。操法訓練

とは基本的な操作を習得するため給水・放水・撤

収の一連の手順を演じるのもので、大会ではその

規律の正しさや動作の正確さ、迅速さなどが審査

されます。瀬戸内市消防団裳掛分団からは、５人

の選手が小型ポンプ操法の部に出場しました。

　上位入賞を果たすことはできませんでしたが、

号令とともに機敏な動きでホースや給菅をつな

ぎ、火点と呼ばれる標的を目掛け放水姿勢を取る

など、休日・夜間に重ねてきた訓練の成果を発揮

しました。

   訓練の成果を発揮しました訓練の成果を発揮しました 岡山県消防操法訓練大会岡山県消防操法訓練大会

一斉に放水の準備を始める今井輝指揮者、寒河研治１番員、東原雅之２番員、長田慎吾３番員、
片山議尋補助員（左下） ／ 伝令のために全力疾走する寒河１番員（右上）

地域の皆さんといただきました（左上） ／ 和気あいあいとタマネギなどを収穫（右下）

　６月３日、玉津コミュニティセンターで、４月

からともに休園となっている玉津幼稚園と玉津保

育園の元園児らが、自分たちが植え付けたタマネ

ギとジャガイモを収穫し、カレーを作って食べる

「収穫祭＆カレーパーティー」を行いました。

　元園児と地域の人たち約 40 人が、大きく育っ

たタマネギとジャガイモの収穫作業を和気あいあ

いと行い、玉津コミュニティセンターへ移動。採

れたばかりのタマネギとジャガイモなどを具材と

したカレーが振る舞われました。

　子どもたちは、カレーを普段よりも味わって食

べている様子でした。

  おいしくいただきましたおいしくいただきました 収穫祭＆カレーパーティー

　６月５日、満 100 歳を迎えた

祗園キクノさん（長船町土師）の

お祝いに井上和美備前県民局健康

福祉課長や武久顕也市長らが自宅

を訪問しました。祗園さんは家族

に囲まれ、お祝い状を受け取りま

した。

　16 日には岡本久子さん（邑久

町尾張）が満 100 歳を迎え、大

    いつまでもお元気でいつまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い

武久市長からお祝い状を受け取る祗園さん（左） ／ 土井保健福祉部長からお祝い状を受け取る岡本さん（右）

平秀子備前県民局健康福祉課総括参事や土井和子保健福祉部長らが、普段から利用している施設を訪問しました。お祝い

状を受け取った岡本さんは、笑顔で「ありがとう」と述べていました。お二人とも、お体を大切に、これからも元気でお

過ごしください。



～

地
球
の
自
転
の
関
係
で
北
半
球
で

は
左
回
り
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
台
風
の
進
路
の
右

側
と
左
側
で
は
、
右
側
の
方
が
左

側
よ
り
も
強
い
風
が
吹
き
、
被
害

が
発
生
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
進
路
の
右
側
で

は
、
台
風
が
進
む
力
と
、
台
風
の

中
心
に
吹
き
込
む
風
の
力
が
、
重

な
り
合
う
た
め
で
す
。
こ
の
台
風

ごみ減量速報

 

救
急
現
場
に
も
消
防
車
が
出
動

　

瀬
戸
内
市
消
防
署
で
は
、
心
肺

停
止
状
態
や
救
急
車
へ
の
収
容
に

時
間
を
要
す
る
よ
う
な
地
理
条
件

な
ど
で
、
救
命
の
た
め
に
一
刻
を

争
う
場
合
に
、救
急
車
（
救
急
隊
）

の
ほ
か
に
消
防
車
（
消
防
隊
）
が

出
動
し
、
救
急
活
動
を
支
援
す
る

連
携
活
動
を
、
６
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

　

消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
出
動
す
る
た
め
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

 

台
風
の
危
険
半
円

　

近
年
、
大
型
の
台
風
が
大
き
な

被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
発
生
時
期
は
、
６
月
か

ら
10
月
で
、
中
で
も
８
月
は
最
も

多
く
発
生
し
ま
す
。

　

水
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ
と

流
れ
る
よ
う
に
、
風
も
気
圧
の
高

い
所
か
ら
低
い
所
へ
向
か
っ
て
吹

き
ま
す
。

　

台
風
は
、
中
心
の
気
圧
が
異
常

に
低
く
な
っ
て
い
る
所
へ
周
り
の

空
気
が
猛
烈
な
勢
い
で
吹
き
込
ん

で
き
て
、渦
が
で
き
ま
す
。
渦
は
、

　平成 24 年 4 ～６月における市民１人
１日当たりのごみ排出量は 741㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 5.2％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 194㌘です。
　これは、キュウリ２
本分に相当します。
　引き続き、ごみの減
量にご協力をお願い
します。

　

牛
窓
・
邑
久
地
域
の
市
指
定
燃

え
る
ご
み
袋
に
「
自
治
会
名
」
と

「
氏
名
」
の
記
入
欄
を
設
け
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に「
自
治
会
名
」

「
氏
名
」
を
記
入
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

①
出
し
方
を
間
違
え
た
人
へ
の
連

　

絡
が
可
能
に
な
る

　

正
し
い
分
別
の
で
き
て
い
な
い

ご
み
や
収
集
作
業
後
に
出
さ
れ
た

ご
み
な
ど
は
、収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
み
を
出
し
た
人
に
、
ご
み
袋
が

収
集
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
分
別
意

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

牛
窓
・
邑
久
地
域
の
燃
え
る
ご
み
袋
に
記
名
欄
な
ど
を
設
け
ま
す

ご
み
の
分
別
や
ル
ー
ル
の
徹
底
に
活
用
を

　近年は少子化などにより「地域社会の連帯感・きずな」の意識が薄れ、
地域社会の出来事に対する関心や隣近所でのコミュニケーションが低迷
するなど治安の悪化につながることが心配されています。
　こうした現状を解決する契機・一助となることを期待して、地域社会
の連帯感を強化し、きずなを根付かせることにより、犯罪の起きにくい
社会づくり、安全・安心な地域づくりの実現に寄与できるモデル事業を
募集します。

▽応募期間　８月１日 ( 水 ) ～ 30 日 ( 木 )

▽補助対象となる要件　以下の①～⑤をすべて満たす事業
①市内の任意団体（コミュニティ協議会、自治会、自主防犯団体、ＰＴＡ、
　スポーツ団体など）が市内において、地域住民などの参加を広く求め、
　地域社会の連帯感・きずなの醸成に資する事業
②平成 24 年度中に実施し実績報告ができる事業
③瀬戸内警察署と防犯啓発などの連携を図りながら実施できる事業
④過去に、 県、 国、 市、公益事業を行う団体から補助金などを受けていな
　い新たな事業
⑤「岡山県備前県民局地域社会の連帯感・きずなの強化事業補助金交付
　要綱」に定める事業

▽補助基本額　上限 60 万円 
※食糧費、委託料、修繕料、 備品購入費などの経費は補助対象外です。

▽選考方法　瀬戸内警察署と市において選考会を設け、 採択事業を決定
　し、選考結果を申込団体へ通知します。

▽ 応募方法　市に事前協議の上、 所定の書類（事業選考申込書兼補助金
　交付申請書、事業計画書、収支予算案など）を期間内に提出してくだ
　さい。
■問い合わせ・申込先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

　

識
の
向
上

　

自
分
の
出
す
ご
み
に
責
任
を
持

ち
、
資
源
化
で
き
る
ざ
つ
紙
な
ど

を
分
別
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

長
船
地
域
で
は
、
す
で
に
燃
え

る
ご
み
袋
へ
の「
自
治
会
名
」「
氏

名
」の
記
入
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ご
み
の
減
量
や
分
別
の
徹
底
に
効

果
を
上
げ
、
１
人
当
た
り
の
ご
み

の
排
出
量
が
最
も
少
な
い
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

牛
窓
・
邑
久
地
域
の
各
自
治
会

に
お
い
て
も
、
ご
み
の
分
別
や
守

る
べ
き
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
記
入
欄
の
あ
る
ご
み
袋

は
、
取
扱
店
に
よ
っ
て
は
、
早
け

れ
ば
９
月
頃
か
ら
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

　

邑
久・牛
窓
地
域
に
お
い
て
は
、

記
入
欄
の
な
い
ご
み
袋
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
使
用
で
き
、
当
面

は
、「
自
治
会
名
」「
氏
名
」
の
記

入
が
な
い
ご
み
袋
に
つ
い
て
も
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
さ
れ
た
も
の

は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

 

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

 

鑑
札
と
注
射
済
票
を
着
け
ま
し
ょ
う

　

わ
が
国
で
は
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
対
し
、

一
生
に
１
回
の
登
録
と
、
年
に
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、
交
付
さ

れ
た
鑑
札
や
注
射
済
票
を
犬
に
着

け
る
こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
迷

い
犬
を
保
護
し
た
と
き
に
、
首
輪

な
ど
に
鑑
札
や
注
射
済
票
が
着
い

て
い
る
場
合
は
、
飼
い
主
に
速
や

か
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

飼
い
犬
を
失
わ
な
い
た
め
に

も
、
必
ず
着
け
ま
し
ょ
う
。

の
右
側
は
、「
危
険
半
円
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
進
路
の
左
側
で
は
、
台

風
が
進
む
方
向
の
力
と
、
台
風
の
中

心
に
吹
き
込
む
風
の
力
が
、
反
対
方

向
な
の
で
、
両
方
の
力
が
お
互
い
を

打
ち
消
す
よ
う
に
働
き
ま
す
。

　

自
分
の
い
る
場
所
が
、
台
風
の

進
路
の
右
側
に
な
り
そ
う
な
場
合

に
は
、
十
分
な
防
災
対
策
を
取
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　家庭から出る「紙ごみ」や「生ごみ」の
減量・資源化を推進するため、日常生活の
中で排出される燃えるごみの減量・資源化
に積極的に取り組む家庭を「“ごみダイエッ
ト瀬戸内”宣言の家」と認定し、玄関先な
どに貼るステッカーを配布しています。
　配布方法など、詳しくは、本紙に折り
込みの緑色のチ
ラシ「ごみダイ
エット通信」で
紹介していま
す。ぜひご覧く
ださい。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

小型犬にも着けやすいよう
小さく・軽くした鑑札

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

台風の進路と風の強さ ■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
予
防
課

進路

渦は
左回り

危険半円
よ
り
強
い
風
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私
た
ち
の
体
の
中
で
は
、
日
々

古
い
細
胞
が
新
し
い
細
胞
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
細
胞
を
作
る
際
に
必
要

と
な
る
の
が
食
べ
物
か
ら
得
ら
れ

る
栄
養
素
で
す
。
つ
ま
り
、
食
べ

た
物
が
自
分
の
体
を
つ
く
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
何
を
ど
の
よ
う
に

食
べ
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
元

気
で
丈
夫
な
体
を
つ
く
る
鍵
と
な

る
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
ろ
う

　

好
き
な
物
や
食
べ
た
い
物
ば
か

り
食
べ
る
の
は
、
体
に
と
っ
て
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、「
○

○
は
血
圧
を
下
げ
る
」「
△
△
を

食
べ
る
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

下
が
る
」
と
い
っ
た
食
べ
物
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ

冬瓜は暑さでほてった体を
冷やし、消化を助けてくれ
る胃に優しい野菜です。カ
リウムが多く含まれている
ので、高血圧の予防にも効
果があります。あっさりと
口当たりがよく、夏バテの
季節、食欲が無いときにお
すすめです。
醤油麹はどんな煮物にも合
い、体に良くとてもおいし
くいただけます。

寺下史子さん（JA岡山女性部せとうち支部）です

冬瓜は夏にとれますが、冷暗所に置いておく
と冬まで保存できることからこの名前になっ
たと言われています。牛窓では 20 数年前に
栽培が始まり、全国でも有数の産地です。サ
ラダや炒め物にしてもおいしく食べることが
できます。

◆材料（４人分）
●冬瓜（1/4 個）
●こんにゃく（１枚）
●さやえんどう（12個）
●かつお節（適量）
A
●醤油麹（大さじ４）
●砂糖（大さじ１）

●ニンジン（中１本）
●カボチャ（1/4 個）
●エビ（４尾）
●オリーブオイル（適量）

●みりん（大さじ１）

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
情
報
は
、

そ
の
食
べ
物
の
一
面
の
話
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
取
っ
て
い
る
こ
と

が
、
元
気
で
丈
夫
な
体
を
つ
く
る

基
本
と
な
り
ま
す
。

「
黄
」「
赤
」「
緑
」
を
そ
ろ
え
よ
う

　

食
べ
物
は
、
主
に
含
ま
れ
て
い

る
栄
養
素
に
よ
っ
て
「
黄
」「
赤
」

「
緑
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

力
や
熱
の
も
と
に
な
る
炭
水
化

物
を
主
に
含
む
、
ご
は
ん
や
パ
ン

な
ど
は
「
黄
」、
体
を
つ
く
る
も

と
に
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
主
に
含

む
、
肉
や
魚
な
ど
は
「
赤
」、
体

調
を
整
え
る
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
主

に
含
む
、
野
菜
や
き
の
こ
な
ど
は

「
緑
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

栄
養
素
は
、
別
々
に
働
い
て
い

る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
作
用
し

合
っ
て
元
気
な
体
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
、
１
つ
で
も
欠
け

る
と
、
せ
っ
か
く
取
っ
た
栄
養
素

を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

の
と
お
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
20
〜
49
歳
の
人
を
対
象

に
、
朝
食
で
ど
ん
な
物
を
食
べ
て

い
る
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
緑
」

を
と
っ
て
い
な
い
人
の
割
合
が
、

45
％
と
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

朝
食
の
働
き

　

夕
食
を
食
べ
て
か
ら
朝
起
き
る

ま
で
に
は
、
約
半
日
あ
り
ま
す
。

寝
て
い
る
間
も
栄
養
素
は
消
費
さ

れ
る
た
め
、朝
起
き
た
と
き
に
は
、

体
は
栄
養
不
足
の
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
不
足
と
内
臓
へ
の
刺
激
不

足
に
よ
り
、
低
体
温
、
倦
怠
感
、

イ
ラ
イ
ラ
、
集
中
力
の
低
下
、
便

秘
な
ど
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
不

足
に
よ
り
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

体
温
が
上
が
っ
て
勉
強
や
仕
事
の

効
率
が
良
く
な
り
、
病
気
に
な
り

に
く
い
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
朝
食
を
食
べ
る
と
内

臓
が
刺
激
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
排

便
が
促
さ
れ
ま
す
。

３さ
ん

・
３さ

ん

と
輝
く
元
気
な
体

　

普
段
、
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い

人
は
、
ま
ず
は
パ
ン
や
お
に
ぎ
り

だ
け
で
も
良
い
の
で
、
朝
起
き
て

食
べ
物
を
口
に
入
れ
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
食
べ
る
習
慣
が
つ

い
た
ら
、「
赤
」
や
「
緑
」
を
追

加
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多
く
見
ら
れ

た
、
朝
食
は
食
べ
て
い
る
も
の
の

「
緑
」
の
グ
ル
ー
プ
を
食
べ
て
い
な

い
人
に
は
、
果
物
や
プ
チ
ト
マ
ト
な

ど
の
、
手
間
を
掛
け
ず
に
す
ぐ
に
食

べ
ら
れ
る
食
べ
物
が
お
勧
め
で
す
。

◆作り方
①冬瓜の皮は厚めにむく。冬瓜、ニンジン、こ
　んにゃく、カボチャを食べやすい大きさに切る。
②鍋でオリーブオイルを熱し、冬瓜とニンジン
　を軽く炒める。
③エビを色よくゆでる。ゆで汁にかつお節を加
　えてさっと煮て、だし汁を作る。
④だし汁２カップと調味料 Aを混ぜ合わせて
　火にかける。沸騰する前に一度火を止め、冬
　瓜、ニンジン、こんにゃく、カボチャを入れ
　る。火にかけ、味がしみるまで煮る。
⑤器に盛り、えびとゆでたさやえんどうを彩り
　よく飾る。

　

し
か
し
、
朝
食
を
食
べ
て
い
な

い
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
朝
食
を
毎

日
食
べ
て
い
る
人
の
割
合
は
左
表0 20 40 60 80 100

２歳児
５歳児

小学２年生
小学５年生
中学２年生
高校１年生
18～29歳
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

（％）

98.1
96.8
93.8

86.9
81.3

69.0
52.1

72.5
79.2
81.0

92.1
96.2

　

ま
た
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
は
、

朝
食
だ
け
気
を
つ
け
る
の
で
な

く
、
昼
食
・
夕
食
も
「
黄
」「
赤
」

「
緑
」
の
３
つ
を
そ
ろ
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
食
事
自
体
を
抜

く
欠
食
や
偏
っ
た
食
事
を
続
け
る

こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
や
肥
満
の

原
因
に
な
る
な
ど
体
に
と
っ
て
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
黄
」「
赤
」「
緑
」（
３さ

ん

色
）
が

そ
ろ
っ
た
、
朝
食
・
昼
食
・
夕
食

（
３さ

ん

食
）
を
食
べ
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

３
さ ん

・３
さ ん

と輝く元気な体
３色そろった食事を３食取って
元気で丈夫な体をつくろう！

黄（エネルギー源）
力や熱のもとになる食べ物

ごはん パン

麺類 いも類

油脂類

赤（タンパク質源）
体をつくるもとになる食べ物

肉類 魚介類

卵 乳・乳製品

大豆・大豆製品

緑（ビタミン源）
体調を整える食べ物

きのこ類

緑黄色野菜

その他の野菜

果物

表　朝食を毎日食べている人の割合

※醤油麹は、同量の醤油と麹を混ぜ合わせ、密
　閉容器に入れ、常温で１週間置いたもの。冷
　蔵庫で３カ月ほど保存できる。

ま
せ
ん
。

　
「
黄
」「
赤
」「
緑
」
の
３
つ
が

そ
ろ
っ
た
食
事
を
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
人
が
多
い

　

朝
食
は
、
一
日
を
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

1415



【
化
石
・
骨
格
模
型
の
展
示
】

▽
期
間　

８
月
24
日
（
金
）
〜
９

　

月
30
日
（
日
）

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
と
祝
日

　

で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

９
時
30
分

▽
入
場
料　

無
料

【
恐
竜
の
骨
に
大
接
近
（
展
示
解
説
）】

　

恐
竜
の
化
石
や
骨
格
模
型
を
間

近
に
見
な
が
ら
、
講
師
の
解
説
を

聞
き
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
26
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、

　

午
後
３
時
〜
（
各
回
約
30
分
）

▽
講
師　

石
垣
忍
氏
（
林
原
自
然

　

科
学
博
物
館
館
長
）

▽
参
加
費　

無
料

　

本
紙
特
集
「
災
害
に
備
え
る
」

で
は
、
日
頃
か
ら
で
き
る
備
え
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

防
災・減
災
を
考
え
る
上
で
は
、

過
去
の
災
害
に
つ
い
て
学
び
、
後

世
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

邑
久
・
長
船
地
域
の
平
野
部
で

は
、
吉
井
川
や
干
田
川
、
千
町
川

の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
頻
繁
に
洪
水

が
、
牛
窓
・
邑
久
地
域
の
沿
岸
部

で
は
、
高
潮
の
被
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

記
録
に
残
る
大
水
害

　

16
世
紀
以
降
に
起
こ
っ
た
災
害

に
つ
い
て
、
多
く
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

暴
風
雨
や
干
ば
つ
、
地
震
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
多
い
の
は
水
害

の
記
録
で
す
。

　

中
で
も
、
戦
国
時
代
の
大
永
年

間
（
１
５
２
０
年
代
）・
天
正
年

間
（
１
５
７
０
年
代
）
に
起
き
た

長
船
天
王
原
の
洪
水
は
、
長
船
鍛

冶
衰
退
の
一
因
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
承
応
３
（
１
６
５
４
）

年
７
月
の
洪
水
で
は
、
岡
山
藩
の

広
い
範
囲
で
被
害
が
出
ま
し
た
。

千
町
平
野
で
は
20
日
間
も
水
が
引

か
ず
、
岡
山
藩
か
ら
食
料
の
配
給

が
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
餓
死

者
も
出
た
と
あ
り
ま
す
。

昭
和
20
年
の
洪
水

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
９
月

に
は
、
枕
崎
台
風
に
よ
っ
て
行
幸

村
八
日
市
（
現
在
の
長
船
町
八
日

市
）
の
吉
井
川
堤
防
が
切
れ
、
行

幸
、
国
府
、
美
和
、
本
庄
、
邑
久
、

笠
加
、
福
田
、
今
城
、
豊
原
、
豊
、

太
伯
の
各
村
の
平
野
部
が
泥
沼
と

化
す
大
洪
水
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

下
流
の
豊
村
新
（
岡
山
市
東
区

西
大
寺
新
）
で
も
、
堤
防
が
決
壊

し
た
こ
と
に
よ
り
海
水
が
逆
流
し

て
氾
濫
水
の
排
水
が
妨
げ
ら
れ
た

た
め
、
浸
水
が
１
週
間
に
及
ん
だ

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　　8月 31 日（金）

☎
☎
☎

BooKs

▽
講
師　

林
原
自
然
科
学
博
物
館

　

職
員

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

各
回
20
人

※
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
受
付
開

　

始
。
先
着
順
・
定
員
に
達
し
次

　

第
締
切
。

【
講
演
会
】

▽
演
題

①
恐
竜
は
こ
う
し
て
ほ
る
（
親
子

　

向
け
）

②
モ
ン
ゴ
ル
恐
竜
調
査
〜
こ
ん
な

　

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
（
一
般

　

向
け
）

▽
講
師　

石
垣
忍
氏
（
林
原
自
然

　

科
学
博
物
館
館
長
）

▽
日
時　

９
月
30
日
（
日
）

①
午
前
10
〜
11
時

②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

各
回
70
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

奨
学
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
著
者
が
、
学
費
や
進
学
に

か
か
る
費
用
、
奨
学
金
の
種
類
、
返
済
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
返
済
遅
延
に
よ
る
延
滞
金
も

発
生
す
る
奨
学
金
。
ま
ず
は
、
進
学
意
思
・
返
済
責

任
に
つ
い
て
子
ど
も
と
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
を
大
学
に
行
か
せ
る
お
金
の
話　

久
米
忠
史
…
著　

主
婦
の
友
社

おうさまのおひっこし
牡丹靖佳…作　福音館書店

　

中
央
公
民
館
で
は
、
林
原
自
然

科
学
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
、
恐

竜
の
化
石
や
骨
格
模
型
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
恐
竜
や
そ
の
化

石
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ど
の
催
し
も
、
場
所
は
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
９
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

　

の
午
前
11
時
〜
正
午
、
午
後
２

　

〜
４
時
に
も
林
原
自
然
科
学
博

　

物
館
職
員
が
、
会
場
で
展
示
に

　
つ
い
て
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

【
体
験
型
講
座
】

▽
日
時　

９
月
１
日
（
土
）、
２

　

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
、
午
後

　

１
時
〜
（
各
回
約
40
分
）

▽
対
象　

小
学
校
低
学
年

▽
内
容　

恐
竜
の
化
石
や
骨
格
模

　

型
の
観
察
な
ど

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

恥ずかしがり屋のおうさまと、あわてんぼうのおともた
ち。おうさまは、照れくさくてうまく命令できません。
おともたちは勘違いして、いつもへんてこな形で命令を
叶えます。ある日、おひっこしをすることになったおう
さま。一体どうなるのでしょう。

き
、
再
起
不
能
の
痛
手
を
与
え
る

程
の
天
災
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
赤
枝
小
太
治
氏
（
邑

久
町
山
田
庄
）
の
「
農
事
日
記
」

（『
邑
久
町
史
史
料
編
（
下
）』）
に

は
、洪
水
後
に
「
泥
土
ヲ
搬
出
ス
」

「
○
○
ヲ
洗
ヒ
乾
燥
ス
」「
○
○
ヲ

清
掃
ス
」
の
記
述
が
続
き
、
復
旧

の
進
む
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

人
々
は
、
洪
水
の
後
始
末
か
ら

始
ま
っ
た
戦
後
の
復
興
を
た
く
ま

し
く
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
改
訂
邑
久
郡
史
（
下
）』

『
邑
久
町
史
史
料
編
（
下
）』

　

江
川
湛や
す
し

氏（
邑
久
町
尾
張
出
身
）

の
回
想
（「
仙
太
郎
日
記
」『
邑
久

町
史
史
料
編（
下
）』）に
よ
る
と
、

９
月
18
日
朝
、
堤
防
決
壊
の
知
ら

せ
が
届
き
、
午
前
10
時
ご
ろ
、
尾

張
の
家
の
前
の
小
川
で
「
西
側
か

ら
約
30
㌢
程
の
厚
い
水
の
絨
毯
が

帯
を
拡
げ
る
様
」
に
水
が
来
て
、

「
階
段
の
１
段
目
が
そ
の
ま
ま
東

に
す
る
す
る
と
伸
び
て
行
く
感
じ

で
あ
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
激
し
い
泥
流
は
水
位

の
上
昇
を
続
け
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
物
を
流
し
、
午
後
１
時
ご
ろ
、

１
階
の
天
井
と
２
階
の
床
の
中
間

あ
た
り
で
よ
う
や
く
水
位
の
上
昇

化石の解説をする石垣氏
（地域再発見ウオーキング）

化
石
を
展
示
し
ま
す

中
央
公
民
館
で
恐
竜
に
会
お
う
！

千町平野における昭和20年９月の洪水状況（聞き取り調査により作成）
『邑久町史通史編』より
※水系・ＪＲ赤穂線、瀬戸内市役所の位置は現在のものです。

昭和 20 年の浸水被害について、体験者の
話を聞き、浸水の跡を確認する参加者（平
成23年8月21日、チャレンジ防災IN今城）

が
止
ま
り
ま
し
た
。
午

後
２
時
ご
ろ
に
な
る
と

濁
流
の
動
き
も
落
ち
着

き
は
じ
め
、
ゆ
っ
た
り

と
西
か
ら
東
へ
流
れ
て

い
き
ま
し
た
が
、
壊
れ

た
物
置
小
屋
な
ど
の
か

な
り
大
き
な
物
も
流
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
川
氏
は
「
戦
後
の

混
乱
期
、
物
資
の
不
足

に
追
い
打
ち
を
か
け
た

こ
の
洪
水
は
、
農
民
の

心
を
完
全
に
打
ち
砕

瀬戸内市役所

子どもたちにも分かりやすく説明
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瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

ノ
ブ
・
サ
チ
夢
の
世
界
展
な
ど

　

瀬
戸
内
市
美
術
館
で
は
、
夏
休

み
企
画
と
し
て
「
ノ
ブ
・
サ
チ
夢

の
世
界
展
」
と
「
細
見
博
子
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
展
」
を
同
時
に
開
催

し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
ノ
ブ
・
サ
チ
夢
の
世
界
展
】

し
て
い
ま
す
。
そ
の
想
像
力
と
、

素
材
の
力
を
生
か
し
た
作
品
は
、

摩
訶
不
思
議
な
世
界
へ
と
見
る
人

を
誘
い
ま
す
。

▽
期
間

　
８
月
３
日（
金
）〜
９
月
９
日（
日
）

※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

　

一
般
４
０
０
円
、
団
体
（
20
人

以
上
）
お
よ
び
65
歳
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 
お
越
し
く
だ
さ
い

 
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
民

実
行
委
員
会
で
は
、「
人
形
劇
の

祭
典・喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
プ
ロ
劇
団
６
団
体
、

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
７
団
体
が
公
演

し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
楽
し
い
催
し
物
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ノ
ブ
・
サ
チ
氏
は
長
野
県
に
ア

ト
リ
エ
を
持
つ
洋
画
家
で
、
そ
の

作
品
は
、「
地
球
」「
子
ど
も
た
ち
」

「
夢
」「
希
望
」
を
主
題
と
し
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
作
品
も
幻
想
的
で
ほ
の
ぼ

の
と
温
か
く
、
見
て
い
る
人
を
思

わ
ず
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。

【
細
見
博
子
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展
】

　

金
属
と
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
作
る
動
物
・
植
物
・
昆
虫
な
ど

の
細
見
博
子
氏
の
作
品
は
、
物
語

性
の
あ
る
独
自
の
世
界
観
を
表
現

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
１
１
１ 

 

開
催
し
ま
す

 

ど
ん
と
こ
い
祭

　

瀬
戸
内
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
で

は
、
ど
ん
と
こ
い
祭
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
催
し
物
を
し
た
い
人
や
青

空
市
の
出
店
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
出
店
料
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　

牛
窓
オ
ブ
ジ
ェ
ホ
ー
ル

　
（
牛
窓
町
牛
窓
22-

１
）

▽
内
容

　

・
日
本
の
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
（
書
道
、華
道
、尺
八
、三
味
線
な
ど
）

　

・
青
空
市
（
野
菜
、
花
、
焼
き
そ

　

ば
、
肉
ま
ん
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
ま
ち
お
こ
し
委
員
会　

　

井
上
さ
ん

　

☎
０
８
０-

６
３
１
０-

３
４
３
４

　

こ
れ
を
機
会
に
、
改
め
て
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

３
９
２
２

　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　

８
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
、８
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所

　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）、
邑
久

郷
土
資
料
館

▽
入
場
料

【
前
売
り
券
】

　

３
歳
〜
中
学
生　
５
０
０
円

　

高
校
生
以
上　
　

８
０
０
円

【
当
日
券
】

　

３
歳
〜
中
学
生　
７
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

１
、０
０
０
円

※
２
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市
民

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

　

県
民
会
議
（
岡
山
県
総
合
政
策
局

　

公
聴
広
報
課
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
４

 

出
展
団
体
を
募
集
し
ま
す　

 

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
で
開
催

す
る
収
穫
祭
へ
の
出
展
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

開
園
70
周
年
を
迎
え
る
牛
窓
オ

リ
ー
ブ
園
の
収
穫
祭
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

10
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
応
募
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

※
受
付
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
（
月
〜
金
）

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０-

８
２
４
７-

４
６
８
０

 

一
日
も
早
い
返
還
を

 

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

　　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。

　

歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
、
色し

こ
た
ん丹
島
、
国く

な
し
り後
島

お
よ
び
択え

と
ろ
ふ捉

島
の
北
方
４
島
は
我

が
国
固
有
の
領
土
で
す
。

　

安
政
元
（
１
８
５
５
）
年
「
日

魯
通
好
条
約
」
が
結
ば
れ
、
択

捉
島
以
南
を
日
本
の
領
土
と
決

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
20

（
１
９
４
５
）
年
に
ソ
連
に
不
法

占
拠
さ
れ
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ

シ
ア
と
な
っ
た
現
在
も
そ
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
の
一
日
も
早
い
返
還

の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
こ
の

問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

世
論
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
「
い
つ
か
」
を
「
今
」
に
。

   　

日
本
の
国
土
、
北
方
領
土
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

ノブ・サチ「いつも一緒」（上）／
細見博子「目標に向かって」（下）

望
の
把
握
、
地
域
と
の
連
携
強
化

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
岡
山
河
川

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

岡
山
河
川
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日

常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り
得
た
河

川
に
関
す
る
情
報
を
河
川
管
理
者

に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

▽
応
募
資
格　

河
川
（
吉
井
川
な

　

ど
）
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

　

河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
人

▽
任
期　

９
月
３
日
〜
平
成
25
年

　

８
月
31
日

▽
応
募
期
限　

８
月
17
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

〒
７
０
０-

０
９
１
４

　

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
２-

４-

36

　

国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務
所

　

占
用
調
整
課

　

☎
０
８
６-

２
２
３-

５
１
９
３

　

FAX
０
８
６-

２
３
２-

４
１
９
５

　

HPhttp://w
w
w.cgr.m

lit.go.jp/

　

okakaw
a/

 

テ
レ
ビ
放
映
し
ま
す

 

人
権
啓
発
映
画

　　

人
権
啓
発
映
画
が
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
ま
す
。
映
画
名
、
放
送
日
な

ど
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

昨年行われた喜之助フェスティバル

 

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

 

ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
・
体
験
地
引
網

　　

邑
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
と
体
験

地
引
網
を
開
催
し
ま
す
。
賞
品
も

あ
り
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
2
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　

西
脇
海
水
浴
場

▽
対
象　

市
内
の
小
学
生

▽
参
加
費　

無
料

※
保
護
者
分
を
含
め
、
昼
食
を
準

　

備
し
て
い
ま
す
。

▽
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
持
参
品

　

釣
り
具
（
竿
・
え
さ
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

邑
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
６
０

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
４
１

 

募
集
し
ま
す

 

岡
山
河
川
サ
ポ
ー
タ
ー

　

国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務
所

で
は
、
河
川
整
備
な
ど
の
地
域
要

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

映画名 テーマ 放送局 放送日時

ひまわりのように 人権全般 テレビせとうち（ＴＳＣ） ８月  ７日（火）午前 10 時～午前 10 時 45 分

見上げた青い空 インターネットと
人権 岡山放送（ＯＨＫ） ８月 11 日（土）

午前 10 時 10 分～午前 10 時 45 分

桃色のクレヨン 障がい者 山陽放送（ＲＳＫ） ８月 17 日（金）
午前９時 55 分～午前 10 時 24 分

夢のつづき 介護・高齢者・ジェ
ンダーほか テレビせとうち（ＴＳＣ） ８月 21 日（火）午前 10 時 10 分～午前 10 時 45 分

ボクとガク 子ども 西日本放送（ＲＮＣ） ８月 22 日（水）
午前 10 時 25 分～午前 11 時８分
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 8 月 21 日（火） 平成24年    3 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 8 月 29 日（水） 平成23年 11月生

1 歳６カ月児健診 8 月   8 日（水） 平成23 年    1 月生
2 歳児健診 8 月   9 日（木） 平成22年    4 月生

3 歳児健診 8 月 22 日（水） 平成21年    2 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 7月 1日現在》
人口 ３９，１４１人 （－　２）
男 １８，６６７人  （±　０）
女 ２０，４７４人 （－　２）
世帯 　１４，８２６世帯 （＋　８）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　August
8

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑩の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士】
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
7/29 7/30 7/31 1

②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

2
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

3  4 

5
体協　歩こう会　
　寒風コース
　5：50 邑久スポーツ公園
　体育館東側駐車場集合
体協　瀬戸内市中学校ソ
フトテニス交流大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート

6  
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

7
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

8
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

9 10  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

11

12 13 14 15
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

16
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
※ 子どもの人権相談も実施

17 18

19
体協　瀬戸内市陸上競技
選手権大会
　8：00 ～（受付）
　神崎山公園陸上競技場
体協　市長杯瀬戸内市空
手道錬成大会
　9：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ

20
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

21 22 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
※ 子どもの人権相談も実施
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

23  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

24
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
※ 子どもの人権相談も実施
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

25

26 27 28
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

29 30 31   
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

9/1    

生活習慣病教室

▽日時　８月 10 日（金）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「夏バテしないコツ」

▽講師　福田和馬氏（瀬戸内市民病院　外科医）
　　　　山田桂子氏（瀬戸内市民病院　管理栄養士）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽申込期間　８月１日（水）～９日（木）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

子どもの発達支援相談

▽日時　９月５日（水）（要予約）
※時間は予約後に決定します。

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談員　小児科専門医

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

あじさい講座

▽日時　８月 18 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「自分でできる !! ～腰痛・膝痛の対処法と予防～」

▽講師　竹本祐季氏（あじさいのおか牛窓　理学療法士）

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

年金相談

▽日時　８月 23 日（木）　午前 10 時～午後３時（要予約）

▽場所　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０ - ７９２９

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は８月１日（水）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　９月 13 日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

相続遺言・登記・成年後見等相談

▽日時　９月８日（土）午後１～４時（予約不要）

▽場所　中央公民館

▽相談員　司法書士

▽相談料　無料
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６-２２６ - ０４７０

弁護士無料相談会

▽日時　８月 24 日（金）午後１～８時（予約不要）

▽場所　中央公民館

▽相談員　弁護士

▽相談料　無料
※１人 30 分以内で、法律問題全般の相談を受け付けます。
　相談者多数の場合は、お待たせする場合がありますので、ご 
　了承ください。
■問い合わせ先
　岡山弁護士会　☎０８６-２２３ - ４４０１
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月納期の市税・保険料
市県民税【２期】　国民健康保険税【３期】
介護保険料【３期】　後期高齢者医療保険料【１期】
※納付期限は８月 31 日（金）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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  原爆写真展
  パネル展示を行います

　原水爆禁止瀬戸内市協議会・原水爆禁止岡山県協議会では、原爆
写真展を開催します。
　広島・長崎に原子爆弾（原爆）が投下されて、67 年になります。
２発の原爆によって、その年の内に広島では 14 万人、長崎では
７万人の命が奪われました。
　原爆の被害の実態を多くの人に知ってもらうため、パネルによる
写真展示を行います。
　入場料は無料です。皆さんのご来場をお待ちしています。
▷期間　８月３日（金）～９日（木）
※６日（月）は休館日です。
▷場所　中央公民館（邑久）
■問い合わせ先
　原水爆禁止瀬戸内市協議会　木村さん
　☎０８６９-２２ - ０６４６

原

原爆
パネ
 原
  パ

  友好交流都市「密陽市」などを訪ねてみませんか
  参加者を募集します

　瀬戸内市民密陽訪問団有志の会では、瀬戸内市の友好交流都市で
ある大韓民国の「密

みりゃん

陽市」をはじめ、港町「釜
ぷさんこういき

山広域市」、世界遺
産もある「慶

きょん

州
じゅ

市」などを訪問し、朝鮮通信使の足跡を学ぶ３泊
４日のツアーの参加者を募集します。
　大韓民国に興味のある人や朝鮮通信使の歴史を学びたい人などの
応募をお待ちしています。
▷期間　９月９日（日）～ 12 日（水）
▷定員　40 人（先着順・定員になり次第締切）
▷参加費　45,000 円
▷応募期限　８月 10 日（金）
■問い合わせ先
　瀬戸内市民密陽訪問団有志の会　谷口さん　
　☎０８６９-２２ - ５１１１

史を学びたい人などの

切）
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